
東
京
―

名
古
屋
間
は
２
８
６
㌔

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
（
東
京
都
―
名
古

屋
市
間
）
の

ル
ー
ト
は
、
東

京
都
内
の
東
海

道
新
幹
線
品
川

駅
付
近
を
起
点

と
し
、
山
梨
リ

ニ
ア
実
験
線

（
全
体
で
４２
・
８

㌔
）、
甲
府
市

付
近
、
赤
石
山

脈
（
南
ア
ル
プ

ス
）
中
南
部
を

経
て
、
名
古
屋
市
内
に
至
る
区
間
で
す
。

延
長
は
、
約
２
８
６
㌔
に
な
り
ま
す
。

　

駅
は
、
品
川
駅
付
近
、
名
古
屋
駅
付
近

の
他
、
神
奈
川
県
内
、
山
梨
県
内
、
長
野

県
内
、
岐
阜
県
内
に
一
駅
ず
つ
設
置
さ
れ

ま
す
。
今
回
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
発
表
し
た
中

間
駅
の
直
径
５
㌔
の
範
囲
と
幅
３
㌔
の
路

線
帯
の
案
は
、
環
境
影
響
評
価
を
行
う
範

囲
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
、

環
境
影
響
評
価
を
経
て
、
実
際
の
建
設
路

線
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

当
市
も
一
時
は
駅
候
補
地
に

　

中
津
川
市
西
部
が
中
間
駅
の
予
定
地
に

な
っ
た
理
由
は
、「
Ｊ
Ｒ
中
央
線
と
平
行

す
る
形
で
、
約
２０
㍍
の
高
さ
の
地
上
駅
が

計
画
可
能
な
こ
と
」「
既
存
駅
に
隣
接
し
、

中
央
自
動
車
道
と
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で

利
便
性
が
高
い
こ
と
」「
周
辺
が
農
地
で

開
発
余
地
が
多
い
こ
と
」
で
す
。

　

当
市
内
中
心
部
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

十
分
な
平
地
が
な
い
こ
と
や
、
高
架
橋
が

５０
㍍
を
超
え
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
最

終
予
定
地
に
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

坂
本
に
は
車
両
基
地
も

　

中
津
川
市
西
部
の
坂
本
地
区
に
位
置
付

け
ら
れ
る
機
能
は
、駅
と
車
両
基
地
で
す
。

駅
の
形
態
は
約
２０
㍍
の
高
架
上
の
地
上
駅

で
、
車
両
を
本
線
か
ら
副
本
線
に
引
き
込

ん
で
停
車
さ
せ
る
た
め
、
幅
５０
㍍
、
直
線

で
１
㌔
の
長
さ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
車
両
基
地
は
、６０
か
ら
７０
㌶
の
規
模
で
、

整
備
工
場
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
地
上
駅
付
近

を
除
い
て
、
８
割
の
区
間
で
ト
ン
ネ
ル
の

中
を
走
行
し
ま
す
。
市
内
を
通
過
す
る

ル
ー
ト
に
は
、
明
か
り
部
（
高
架
橋
、
橋
）

と
、山
岳
部
（
山
岳
ト
ン
ネ
ル
）
が
あ
り
、

名
古
屋
方
面
に
向
か
っ
て
阿
木
川
を
越
え

た
辺
り
か
ら
山
岳
部
に
入
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

駅
負
担
金
は
今
後
調
整

　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
想
定
で
は
、
地
上
駅
の
建

設
費
用
は
約
４
６
０
億
円
で
す
。
こ
の
う

ち
、
駅
本
体
の
費
用
約
３
５
０
億
円
を
地

元
に
求
め
る
方
針
で
す
。
今
後
は
、
県
と

関
係
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
国
も
関
与
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
調
整
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

経
済
波
及
効
果
に
期
待

　

平
成
２６
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
始
ま
る

建
設
需
要
や
車
両
基
地
の
雇
用
、
居
住
環

境
の
変
化
に
よ
る
人
口
増
、
時
間
短
縮
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
圏
の
拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
済
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

反
面
、
今
以
上
に
東
京
一
極
集
中
化
を
招

く
可
能
性
も
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

市
で
は
、
中
間
駅
の
設

置
に
伴
い
、
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
、
国
道
１９
号
瑞

浪
恵
那
道
路
の
早
期
整
備

を
行
う
な
ど
、
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
メ
リ
ッ
ト

を
、
最
大
限
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き

ま
す
。　

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
６
月
７
日
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
県
内
中
間
駅
と
、
幅
３
㌔

の
路
線
帯
の
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
県
内
の
中
間
駅
の
位
置
は
、
中
津
川
市
西

部
の
坂
本
地
区
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
。
ま
た
、
市
内
の
路
線
帯
は
、
大
井
町
、

長
島
町
、
武
並
町
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
北
側
を
通
る
約
１０
㌔
の
ル
ー
ト
で
す
。

　

中
間
駅
と
路
線
帯
の
位
置
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

開
通
と
、
そ
れ
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、整
備
計
画
の
概
要
や
課
題
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
内
線
３
３
２
）

▲東京都―名古屋市間のルートの概略図

▲ＪＲ東海が示したリニア中央新幹線の中間駅候補地とルートの範囲 ▲山梨県にある実験線を走るリニアモーターカー

県
内
の
駅
は
、
中
津
川
市
坂
本
付
近
に

大
井
・
武
並
間
の
中
央
線
北
側
を
横
断

えな

たけ
なみ

みのさかもと

阿木川ダム

ひ
が
し
の

明
知
鉄
道

阿
木
川

木曽川

恵那峡

中央
自動

車道恵那
イン

ター

中津川
インター

土
岐
川

笠置峡

市役所

市立恵那病院
●

●
笠置振興事務所

●
武並振興事務所

ＪＲ
中央

本線

北

幅３
㌔の

路線
帯

明
か
り
部

（
高
架
橋
な
ど
）

山
岳
部

（
山
岳
ト
ン
ネ
ル
）

中間駅と
車両基地の
予定地範囲
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　リニア中央新幹線とは、東京都を起点に、甲府市付近、

名古屋市付近、奈良市付近を主な経由地として、大阪市ま

でを時速５００㌔で走行する超電導リニアモーターカーによっ

て結ぶもの。２０２７（平成３９）年に、東京―名古屋間（事業費

５兆１千億円、所要時間４０分）が先行開業し、２０４５（平成

５７）年に大阪までが開業する予定です。

リニア中央新幹線

恵那市 中津川市

瑞浪市

トンネルのイメージ（※） 高架橋のイメージ（※） 中間駅のイメージ（※）

１２．６㍍

５．８㍍

開業までの予定

２０１１年１２月めど

　・ＪＲ東海が環境影響評価を開　

　　始（２～３年間）

２０１３年から１４年度中

　・ＪＲ東海が工事実施計画を国　

　　に提出

　・国土交通省がＪＲ東海の工事　

　　実施計画を認可

２０１４年度

　・ＪＲ東海が着工

２０２７年

　・東京―名古屋間が開業

２０４５年

　・東京―大阪間が全面開業

（※）印の図版は「交通政策審
議会中央新幹線小委員会」の
資料から転載したものです。
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㍍


